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環境モデル都市　円卓会議　会議録

部 会 名 環境学習円卓会議
記録者

池﨑（環モ推課）

開催回数 第４回

開催日時 平成２１年９月３０日（水）１９時００分～２０時２０分

開催場所 あきば３階会議室

出 席 者

所属 名前 所属 名前

推進委員 田中 相思社 高嶋

推進委員 久木田 教育旅行ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 吉永

推進委員 山下 水俣病資料館 下川

環境ｾﾝﾀｰ 宇田津 農林水産課 本田

ほっとはうす 加藤 環境対策課 久木田

水俣自然学校 三村 市環境モ推進課 草野・池﨑

出席者　計 　１３　　名

欠 席 者
推進委員 大嶽 企画課 栄永

欠席者　計 　　２　　名
内　容 1.前回の確認、各部会の進捗状況、環境モデル都市推進課の事業報告等

●ISOのまちづくり：9月29日に第三回が行われた。家庭版ISOの取り組みを進めており、環境家計
簿やコンテストの実施、普及のためのわかりやすいキャッチフレーズ等について話が進んでいる。
●　食と農と暮らし：将来像について話し合い、その中から今後具体的に取り組む課題として、廃食
油の回収と菜の花プロジェクトを進めていくようだ。給食センターでの地元産食物の利用や、水俣の
特産品の開発、無人販売について話があがっている。
●　自転車・公共交通円卓会議：共同利用システムの進捗状況や、ノーマイカーデーの推進、湯出っ
子を招いての交通安全教室の実施といった話が出ている。共同利用システムは、補助金の縛りが強
く、市民の方の意見を十分に聞けない状態にある。
●　ゼロウェイスト円卓会議：環境モデル都市フェスタに向けて、作業部会を設けてゼロウェイスト宣
言の内容を検討している。他に、ごみステーション調査への市民調査員の募集方法や、ゼロウェイス
ト協力校への証書の授与について話があがっている。

≪質問・意見等≫
・太陽光発電補助金の申請状況は？
事務局）第一期、第二期合わせて、太陽光発電は21件、太陽熱温水器は1件の申請があってい
　る。太陽熱の申請が少なく、PRしてきたい。
・水俣では太陽熱温水器を設置しているところが多い。制度を利用してもらいやすいような
　仕組みを考えていく必要がある。付け替えの補助なども対応できないか。
事務局）今年度が初めてなので、様子をみている状況。次年度以降、検討していきたい。
・自転車・公共交通円卓会議の報告であった、共同利用システムの縛りが強く、円卓会議で
　出た意見が反映されにくいとはどういうことか。
事務局）補助金の関係で、今年度中に共同利用システムの設置をしなければならず、意見を
　取り入れて検討する時間的な余裕がないということ。

2.市民に対する環境学習（紙芝居等）の方法等について
事務局）ごみ女連が作成した紙芝居は、以前は学校を何校か訪問し上演したが、現在は全然
活用されていない状況。余部も何枚かある。中身は、今でも使えないことはない。つくられ
た時期は、廃プラの回収が始まった頃のもの。
・紙芝居が使われなくなった理由は？
事務局）ごみ女連が学校側に紙芝居の情報を提供し、上演の要望があった学校に行っていた。
学校側のカリキュラム等の関係で時間があわなかったのが一番の理由ではないかと考えてい
る。

●紙芝居の内容について
・現在では、中学生が部活の時間にごみの分別の手伝いをするなど、市民の関わり方が変わ
　ってきた部分がある。
・全部通して上演すると、20～30分くらいかかる。ちょっと長いのではないか。短いパター
　ンをいくつかつくってもよい。
・内容が盛りだくさんで、言葉の意味なども含めて、低学年には難しい。
　⇒　低学年向けには、絵は変えずに文章だけ変えればよい。
・ごみ出しに関するQ&Aのような雑誌が必要なのではないか。ゼロウェイストや水俣のごみ
　事情（経費含む）、今後の対応など。
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内　容

次回の日程

　

　

●対象について
・対象は大きく分けて、大人向け、小中学生向け、幼児向けがあるとよい。
・環境学習は全市民が対象となる。対象をあまり区分分けせずに、ポイントを絞って自由に貸
　し出せるようPRしていくのはどうか。
　 ⇒　貸し出すだけでは難しい。たとえば、学校で上演するには、4月の段階でカリキュラム
      にいれてもらう必要がある。カリキュラムの編成や、学校側への説明等がいる。
・学校教育と市民全体を対象とするのは、方法が異なるため、分けて考える必要がある。学
　校を対象とする場合は、どのようにカリキュラムの中に取り入れてもらうかという仕組み
　づくりが必要。

●普及の方法について
①紙芝居の普及方法
・紙芝居を読む人の技術やパフォーマンスも重要。
  ⇒ 読み聞かせのボランティアの方にお願いできないか。
・6月の環境月間に合わせて、環境学習の素材として紙芝居があることをPRしていく。
・紙芝居だけにこだわらずに、環境絵本コンテストや、出版されている絵本のリスト等を提
  供していく方法もある。
②学校への環境学習の仕組みづくりについて
・学校のカリキュラムに組み込んでもらうのは大変。水俣でどの学校にも共通する環境学習
  のプログラムがあるとやりやすいし、継続もしやすい。
・学校の環境学習については、市長、校長、教育委員会の理解がないと難しい。それと、カ
  リキュラムの編成、環境学習に係る費用の負担方法なども考える必要がある。

●その他
・ゼロウェイストに向けたリサイクルの仕組みとして、地域のリサイクルプラザなどを置け
  ないか。もったいないBOXはあるが、その場にモノがないため、意識が高い人でないと利
  用しにくい。また、存在自体を知らない人も多いのでは。

●作業部会の設立について
　これまでに出た意見を整理し、実行に移していくために少人数の作業部会を設立すること
で一致した。作業部会で決めた内容を円卓会議の場で報告し、意見をもらう。
メンバー：田中、吉永、宇田津、下川、三村、高嶋、草野（事務局）の7名。
第一回目は10月9日（金）。

3.その他
次回日程：11月4日　19：00～
作業部会の日程：　第一回　10月  9日（金）18：00～
　　　　　　　　　第二回　10月16日（金）18：00～

　　　11月4日　19：00～　場所はおって連絡する。
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